南部藩の能楽 -寛文から元禄まで- by 青柳 有利子
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　近世諸藩の能楽史研究は、室町期に大成した能がいかなる変遷
を経て現在に至ったかを考える上で不可欠の作業である。しかし諸藩の詳細な能楽史研究の事例は現在のところ十指に満たず、研究に使用される記録類の多くが、能楽重用 風潮が強かった天和から宝永にいたる徳川綱吉時代を古例とし、享保以後 記録がきわめて多い。これに対し本稿で紹介する南部藩の江戸日記『御在府留』は、先行研究 千葉常樹氏『南部藩能楽史』に言及のない寛文年間の記事が詳細で、近世前期における幕府周辺の能の様子を伝える点でも貴重であ
る１
。さらに能役者を御歩行組の藩士とし
て雇用する「地謡の歩行」制度や、復曲後最も早い〈弱法師〉上演記録が知られるなど 他藩 はない特色ある事例に富む。以下本稿では、寛文から元禄年間までの南部藩関連資料を紹介し、南部藩における能楽受容史の再検を試みようと思う。なお江戸後期の分については、拙稿「 『御在府留』 みる南部藩能楽受容史──宝暦から幕末まで──」
（ 『能と狂言』平
21・４）
を参照された
い。
一 　『御在府留』について
　盛岡市中央公民館所蔵の『御在府留』は、表紙中央に「御在府
留」などと打ち付け書きのある、各冊縦二八・八糎×横二〇・〇糎前後の楮紙袋綴本である。南部藩主在府中に限って江戸留守居所で書かれた公的な日記 り、以下の百二十七冊が現存している。
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　能楽関連の記録は寛文七年
（一六六七）
分が詳細で、その後は
享保二年まで記事が見当らず、享保以降は五座の役者の御機嫌伺いや饗応能の記録が散見するといった具合である。最も能が盛ん
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だった元禄期の記事がないのは実情を反映している訳ではなく、『御在府留』とは別に能楽専用の記録類が存在していたらしいことを想像させる。一口に御在府留と言っても、南部藩の場合は日次記形式のものと抜書き形式のものが混在し おり、後者には、将軍への献上目録や老中から 廻状など、比較的重要と思われる記事が日次記から抜粋・清書されている。能関連では、江戸城での御能拝見を知らせる廻状、藩邸で 大名饗応 が時々記録される程度で、謡初や役者の御機嫌伺い・稽古能など、末節の事は記録されていない。年によって日次記と清書分のどちらか あるいは両方が残っている 、延宝・天和・貞享・元禄・正徳年間は抜書き形式のものしか残っていない。したがって元 動向は『御在府留』では窺い知れないのであるが、寛文七年の記録に他の資料を補うことで元禄期の様子もある程度は想像可能 ある。以下、役者や能番組を中心に考察していく。
二 　宝生九郎重友
　多くの大名家が綱吉将軍就任以後の貞享年間より能楽愛好の風
潮をはっきりと強めるのに対し、 『御在府留』を紐解く 、南部藩では藩主南部重信が寛文七年の時点ですでに能を重視して たことが分かる。中でも贔屓されたのが 名人の誉れ高 宝生将監重友である。重友は八代目の宝生大夫で、元和五年に生まれ寛永十三年四月以降に大夫を嗣ぎ、貞享二年に没した。祖父勝吉と父重房は能が下手であったが、喜多七大夫 指導を受け、宝生流中興の祖とも言える熟練した役者になったとい
う２
。南部藩では、藩
主が三世重直から四世重信へ交代した寛文五年以降に演能記事が急増するから、南部宝生の歴史が始まっ のも宝生九郎重友の代以降と考えられる。従来は徳川綱吉に合わせて貞享三年に金春流から宝生流へと転じた加賀藩の影響と考えられてきたが、実際はそれよりも早くから宝生流を贔屓していたことになる。管見では、南部藩における宝生大夫関連記事 初出は、 『御在府留』寛文七年五月二十七日条である。
一、保生大夫参能仕候。朝七つに何も参、三度御料理被下。能組 　呉服
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一、御袋様よ 信濃守様御くわし被進、御新造様より大殿様へ御くわし被進。保生へ杉重壱組被遣。惣かくやへ杉重二組出す。
　重友が秘曲道成寺を舞い、鷺伝右衛門政俊が釣狐と枕物狂、大
蔵長太夫武則が花子を演じるという、見所の多い番組である。宝生九郎重友は
49歳、宝生長次郎友春は
14歳であっ
た３
。頼政と海士
を舞っている命尾権三郎は寛文三年から貞享二年にかけて興福寺薪猿楽に出勤している役者、服部十 郎も同じく寛文三年から十
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年にかけて薪猿楽に出勤している役者で、いずれも宝生座のシテ方である ら、宝生流のみの催能であることが分か
る４
。明記され
ていないが、催しの目的は南部行信の叙任祝儀であるらしい。信濃守とあるの 重信の息子行信で、前年 寛文六年十二月二十八日に従五位下信濃守となったばかりだった。藩主父子に対し、それぞれの夫人が菓子 進上をしているのは 祝儀 ためであろう。一日がかりの演能で、役者たちは午前四時頃に参上し、料理が三度下さ た。こ 日の禄物は、六月十二日に以下の面々へ下行された
（順序は原本の通り）
。
宝生九郎・同長次郎・権三郎・十三郎・七之助・子方・物着三人・作物師一人・後見二人・地謡 五人 六郎次郎・松井平兵衛・
ツ（マ）
レワキ
多左衛門・同庄左衛門・権七・新丞・九
郎右衛門・日吉平兵衛・大鼓権左衛門 同甚四郎・小鼓孫四 ・大鼓孫兵衛・同源三郎 小鼓清二同彦兵衛・後見清兵衛 笛八 右衛門・同彦五郎太郎左衛門 太鼓惣右 門・後見作右衛門・源六・源右衛門・伝右衛門・弟子四人 長大夫・長左 弟子四人 兵三郎。
　宝生九郎への謝礼が 「帷子三つ・内単物一、銀子拾枚、霜肴一、
御樽壱荷」と多いのは、この日の催しの主演者であり、おそらくは興行全体を差配したためでもあろう。七之助は名字不明で、他資料に記録を見ないが、おそらく宝生座のシテ方であろ ワキの春藤六郎次郎は、 春藤流三世・六右衛門 次男で金春座の所属、松井平兵衛 大倉三忠氏蔵『四座先祖書』に六郎 郎 弟子・紀
州様扶持人とある。多左衛門と庄左衛門については分からないが、六郎次郎の弟子だろうか。 『明暦三年能役者付』によると、春藤六右衛門脇ツレとして金春座に梶木庄右衛門なる人物がいる。 藤権七は六 次郎の弟で宝生座ワキ方、後の下掛リ宝生流の祖である。養子新之丞と もに二番ずつ を勤めた。日吉平兵衛も宝生座のワキ方、九郎右衛門は不明だが、同じく宝生座の役者と思われる。大鼓の権左衛門は、慶安二年から貞享二年にかけて興福寺薪猿楽に出演している高樋権左衛門か、寛文十年の薪猿楽で一番を務めた大蔵権左衛門と推測され 甚四郎も姓不明ながら、同名の大鼓役者が寛文七年の薪猿楽に参加している。孫四郎は春日孫四郎、孫兵衛は春日孫兵衛であろう。以下、名字が特定できる者を列挙すると、 幸清次郎・大倉彦兵衛・桜井清兵 ・中村八郎右衛門・大木太郎左 門・金 惣右 ・大倉源六・大倉源右衛門である。狂言は観世座 鷺傳右衛門 金春座の大蔵長太夫と大蔵長左衛門である。最後に挙がってい 兵三郎は、四章で紹介する将軍家の御部屋役者・中桐 三郎と考えられる。出勤者は総勢六十四名、遣わした銀子は百七十一枚、帷子三十二枚に上った。当時石高八万石の小藩に似合わぬ大掛かりな催しで、嫡子行信の叙任祝儀能かと推測したゆえんである。
　宝生大夫と南部家のつながりを示す記事はこれだけではない。
寛文七年八月十日には「保生 夫 御中間借申度由申上。遣ス」「保生大夫所ヘ太田備中殿御出ニ付而、海老一折、鱸一折、黄精酒も遣之」とあって、宝生九郎に中間を派 、若年寄太田資宗の饗応に見舞いを遣わしている。八月 五日には理由不明ながら
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「保生九郎銀子五枚、同長二郎方へ同三枚、権三郎・十三郎方へ銀弐枚宛被遣」とあり、十月一日には「保生大夫、同長二郎、権三郎、十三郎、御ふる舞」をしている。一週間後の十月八日には「保生大夫所ヘ御振舞ニて御出。御馳走ニ能仕ル。御供中野吉兵衛、奥瀬伊左衛門参ル。御膳七つ時分出ル。御相伴右之両人仕ル。惣御供能見物、菓子酒振廻 小姓新介・半弥・六十郎・忠五郎御供」 「保生大夫所ヘ御持参、銀子拾枚 鶴壱羽、御小袖三、長次郎ニ銀子拾枚、被下之」とあり 南部重信が宝生九郎の屋敷へ出掛け、能を見物している。番組は分からないが 午後四時ころには膳が出され、菓子と酒も振舞われた。お供の山屋半弥・佐藤六十郎・鈴木忠五郎は、後にしばしば能を舞う人物である。特に六十郎と忠五郎は藩主お気に入りの小姓で、藤枝宮内・谷河左内と改名した後も多くの舞台 踏んだ。供を命じられたのは、宝生大夫の能を間近で見習わせる意図もあってのことだろう また十月十九日には「保生大夫所へ客来 座候由ニて 鱸一折二 鮑一折 、伊左衛門切紙相添遣す」とある。
　こうしてみると、大名の屋敷に参上したり、逆に自分の屋敷に
招いたりと、大名の間での宝生九郎の人気は当時すで 高かったのではないか 推測される。 かもその度に南部藩から肴や銀子が遣わされて るので 相当羽振りが良かった 違いない。彼の生活を伝える資料に、津軽藩から紀州藩役者に転じた徳田藤左衛門隣忠が著した『隣忠見聞
集５
』がある。それによれば、宝生九郎
重友は「心尋常 者にあらず、大名風 者」とされ、夜帰宅したときに玄関から居間まで燭台 蝋燭が灯っていない 不機嫌で
夜食事をするときも蝋燭を使い、浄瑠璃歌舞伎を自宅へ呼び寄せ、質に入れた装束をある大名に三百両で買い戻させるなど、借財も構わず贅沢の限りを尽くしたが、 「能は上手故世に用ひられ」たという。 『隣忠見聞集』が書かれたのは重友の死から六十九年経っ 宝暦四年
（一七五四）
で、多少の誇張は含まれているに違
いないが、右に紹介したような大名家との関係から推測すれば、贅沢な生活も不可能ではなかったように思わ る。
三 　天和三年南部重信昇進祝儀能
　南部藩の宝生贔屓は一時的なものではなく、幕末まで続いた。
四代藩主南部重信と息子の南部行信時代は南部藩能楽史上もっとも能楽が栄えた時代であるが、その盛栄ぶりを伝える新出の資料に、盛岡市中央公民館蔵『南部興補録』がある。同書は天和三年（一六八三）
に南部重信が八万石から十万石に加増され、従五位下
から従四位下に昇進した際の老中饗応能 記録で、重信の次男南部政信の命で藩士村奚疑
（下村由章）
が編纂したものである。表
紙の題簽には 「南部興補録 　完」 とあり、 本文第一丁表右上に 「南部家／図書」 方形陽刻朱印 ある。装訂は袋綴、縦二七・〇糎、横一九・五糎、墨付四一丁、本文は漢字まじりの片仮名書 片面十二行前後に楷書で丁寧に書写されている。書写年代は明治初頭とされ
（盛岡市中央公民館学芸員・似内啓邦氏の示教）
、序文注記の中
に「此書奚疑ノ自筆下書ヲ以写ス」とある。
　同書によると、まず、加増された三日後の五月十日に桜田の上
屋敷で一門の者および家臣から祝儀の献上物があり、続いて谷川
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左内が難波、行信の次男実信が田村、南部行信が東北、重信の四男通信が鍾馗、重信の次男政信が雲林院、盛政
（続柄不明）
が是界、
藤枝宮内が祝言能の養老を舞った。谷河左内と藤枝宮内は石高千石の寵臣で、幼少の頃から舞台経験のある人物である。十九日には大老堀田正俊と老中阿部正武、二十一日には老中大久保忠朝に、それぞれ招請の伺いを立て、各人から了承を得、翌二十二日には「朝ヨリ舞台ヨリ座敷廻リ悉ク令嗣君裁許シ給ヒテ 諸役人ヨリ賎夫ノ役者迄力ヲ竭シ経営ヲ勤」めることとなり、 「保生九郎及ヒ小鼓中桐新右衛門等、桜田ノ舘ニ参上 則申楽ノ御相談」があった。 二十三日にも 「保生将監・同九郎及ヒ中桐等参上。 コヽニ於テ能組相定テ則役者中ヘ相触ヘ 」とある。 「申楽ノ御相談」とは番組や配役を決めることであり、 「役者 ヘ相触ヘシ」 は、宝生父子と中桐新右衛門が連絡役となって他 役者に出演依頼することであろう。こうした役者の尽力もあって 二十八日には「舞台廻リ新座敷所々ニ至ル迄、今夜ニ入造営悉ク成就」し、遂に当日を迎えた。
　第一日目の五月二十九日には大老堀田正俊と老中阿部正武が来
臨し、御相伴として
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祐ら懇友や親戚を招いての同輩饗応能、翌三日目は簾中や
女中、諸家の留守居役を招いての祝儀能である。番組は左の通りであった
（誤写・脱字ともすべて原本の通り）
。
〔天和三年五月二十九日〕翁
宝生九郎 　
千歳
馬場六兵衛今大蔵ト号
　
三番三
大
蔵弥太郎 　
老松
宝生九郎脇春藤新丞
巨鼓 　高安三太郎小鼓 　幸 　　清六
　
太 　観世左吉笛 　森田庄兵衛
　
屋嶋
喜
多七太夫脇高安彦太郎
巨鼓葛野九郎次郎小鼓中桐新右衛門
笛田中庄五郎 　
井筒
宝生将監脇
斉（ママ　春藤）
藤権
七
巨 　葛野一郎兵衛小 　并 （ママ） 清次郎
笛中村八郎右エ門 　
梅枝
（南部行信）脇小田代又
兵衛
巨 　鈴木惣右衛門小 　戸来勘兵衛
笛多田政右衛門 　
西行櫻
七太夫脇彦太郎
巨 　九郎次郎小 　清 　　六
　
太 　今春総右エ門笛 　森田庄兵衛
　祝言
呉服
高井平右衛門脇権七
巨 　三太郎小 　新右衛門
　
太 　左 　吉笛 　左五郎
　
狂
言 　末廣
大蔵弥太郎
大蔵次郎太郎馬場六 （ママ）
〔天和三年閏五月二日〕翁
金剛太夫
（空白）三番三
鷺仁右衛門 　
賀茂
同上脇進藤十郎右エ門 　
巨清水助右エ門小大蔵六蔵
　
太金春彦九郎笛春日市右エ門
　
実盛
金春太
夫脇山田勘
右（ママ）
エ門
巨楠田六右エ門小大蔵十兵衛
　
太森孫右エ門笛貞光安兵衛
　
宋（采）
女
同上脇春藤六郎次郎
大葛野市郎兵衛小大蔵長右エ門
笛春日市右エ門 　
邯鄲
宝生九郎脇山田勘左エ門
大金春三郎右エ門小大蔵十兵衛
　
太今春彦九郎笛森田庄兵衛
　
柏崎
宝生将監脇進藤十郎右エ門 　
大葛野一郎兵衛小大蔵長右衛門
笛貞光安兵衛 　
国栖
金春太夫脇同上
大清水助右衛門小大蔵六蔵
　
太森孫右衛門笛中村六郎左エ門
　
鸚鵡
宝生将監脇春藤六郎次郎
大斎田七左衛門小中桐新右エ門
笛中村 郎左
衛門 　
蘆苅
金剛太夫脇同上
大清水助右衛門小大蔵六蔵
笛中村市郎右エ門
　俊寛
宝生将
監脇山田勘左エ門
大斎田七左エ門小中桐新左エ門
笛貞光安兵衛 　
祝言
宝生数馬脇山田勘左
エ門
大斎田新七小中桐木工丞
　
太森孫右エ門笛貞光安兵衛
　
狂言 　アサウ
鷺仁右衛門
胸ツキ
大蔵二
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郎太郎
コンクハイ
同上
入間川
鷺山三郎
悪坊
同上
素袍落
大蔵二郎太
郎 　
右ノ内宝生将監ガ務ムル処ノ三番ハ、将監御見廻ノ為参
上ニ依テ各御所望ニテ相加レリ。申ノ刻ニ申楽畢レリ。〔天和三年閏五月三日〕翁
喜多七太夫 　
千歳
馬場
弥（マ）
兵衛
　三番三
大
蔵長太夫 　
白楽天
同上 　ワキ春藤権七
大高安三太郎小中桐新右エ門
　
太多田源介
 
笛森田庄兵衛
　
忠則
観
世太夫ワキ春藤利左エ門
大高井兵右エ門小田中十右エ門
笛中村六郎左エ門 　
定家
宝生将監ワ
キ春藤新丞
大森田七左エ門小幸　清六
　笛森田庄兵衛 　
立田
喜多七太夫春藤利左衛門
大田中十兵衛小中桐新左エ門
　
太上村三郎左エ門笛中村六郎左エ門
　
三井寺
宝生将監春藤新丞
斎田七左衛門中桐新右衛門
清甚兵
衛 　
天鼓
観世太夫春藤権七
斎田七左エ門幸　清六
中村六郎左エ門
横山
宝生将監春藤
利左エ門
斎田新七中桐新右エ門
中村六郎左エ門 　
融
喜多七太夫春藤権七
高安三太郎幸 　清六
　
今春彦九郎森田庄兵衛
　
調伏曽我
宝生九郎春藤新丞
田中十兵衛
 
中桐新右エ門
　
上村三郎左衛門清 　甚 　兵 　
　
橋弁慶
喜多七太夫
牛君
西村市之丞 　
高井兵右エ門山田孫三郎
清甚兵衛 　
猩々乱
宝生九郎春藤権七
高安三太郎幸 　清六
　
今春彦九郎森田庄兵衛
　
狂言
　
夷毘沙門
脇本佐左衛門 　
新参
大蔵長太夫 　
朝比奈
大蔵長大夫 　
花子
同上 　
禰宜山伏
脇本佐左衛門 　
宗論
鷺山三郎
　後日禄物を受け取った役者の一覧によると、観世座からは観世
左門重賢・春藤六郎次郎・森田庄兵衛・春日市右衛門・幸清次郎・葛野九郎次郎 葛野市 兵衛 高井兵右 門・楠田六右衛門・観世左吉・鷺仁右衛門・鷺山三郎、宝生座からは宝生将監重友・宝生九郎友春 宝生数馬重世・春藤権七・中村八郎右衛門・清甚兵衛・大蔵次郎太郎、金春座からは金春八郎元信・春藤利左衛門・幸清六・大蔵六蔵 大蔵十兵衛・大蔵長右衛門・金 三郎右金春惣右衛門・金春彦九郎・大蔵長大夫・大蔵弥太郎 馬場
（大
蔵）
六兵衛・脇本佐左衛門、金剛座からは金剛又兵衛長頼・貞光
安兵衛・高安彦太郎 高安三太 、喜多流からは喜多 大夫宗能、
御部屋役者からは中桐新右衛門・高井平右衛門・森孫右衛門・多田源介、その他、大倉三忠氏蔵 『四座先祖書』 に進藤久
（観
世座脇）
弟子とある山田勘左衛門、同じく大蔵源右衛門弟子・尾
張大納言様 扶持人とある清水助右衛門、大蔵源右衛門弟子・井伊掃部扶持人とある斎田七左衛門が出演した
（貞享三年以前の井伊
家能役者の例は貴重
。田中庄五郎・森田庄五郎・進藤十郎右衛門・
中村六郎左衛門・中村市郎右衛門・斎田新七・田中十兵衛・田中十右衛門・上村三郎左衛門・山田孫三郎・中桐木工丞・西村市之丞も出勤しているが、他の出演記録が管見に入らず未詳である。禄物は、合計すると銀三百九十六枚と金百二十八歩にのぼっ 。
　同一覧の末尾には、 「右役者ノ内、宝生父子、并、中桐新右衛
門ヘ賜ハルハ此外ナリ
（一日目）
」 「右役者ノ内、宝生父子、中桐
新右衛門父子、且又、宝生数馬ハ外ナリ
（二日目）
」 「右役者ノ内、
宝生父子、及、中桐同脇鼓等、此ニアケズ。
彼等ハ年来平生合力
金ヲ賜フ
。然レトモ此節ノ祝儀ニ猶又賜ハルナリ
（三日目）
」と記
されている。これによって宝生親子と中桐新右衛門・木工丞父子（後述）
が平生より合力金を下行されていたことが判明する。幕
府お抱えの役者に大名が合力金を与えることは他藩でも行なわれていたことで、そうした合力役者は藩邸へ頻繁に参上し、能に出演したり役者や道具の手配等をしたのである。特に南部行信が梅枝を舞っ ときに後見を勤めた宝生将監重友は、 「宝生大夫父子ハ其能ノ中御後見ノ為ニ舞殿ニ伺候ス。
就中将監ハ嘗テ令嗣君乱
舞ノ御師タレハ
、翌日近臣迄書ヲ呈シテ云ク昨日ノ御能比類ナク
出来第一、御能大ヒニ前程シ玉ヘリ。熟々拝見セシニモ、ハヤ何
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レノ能ヲ成
ル（ママ）
トモ出来仕ルヘシ。憚アレトモ私ノ悦筆語ニ述難シ
ト云々」とあり、嘗て南部行信の師匠であったことが分かる。なおこれは後見の例としても比較的古例に属する。
　天和から宝永にかけては宝生大夫贔屓の徳川綱吉に追従する形
で諸侯が一斉に能を後援し始め、かねて宝生贔屓 南部藩も一層の愛顧を与えたであろうことが想像されるが、 『御在府留』では能の記録がない空白期間 なっている。 『南部興補録』の内容はその欠を補うもので、天和年間前後の同藩の能楽愛好の実態を伺うことができる。
四 　将軍家御部屋役者、中桐兵三郎・新右衛門
　さて、右の祝儀能で宝生重友とともに打ち合わせに参上した合
力役者に、中桐新右衛門なる者がいるが、彼 『御在府留』寛文七年の冊にみえる中桐兵三郎と同一人物かと推測される。小鼓役者中桐兵三郎は、将軍家の御部屋役者と考えられ、南部藩 幕府お抱え役者の仲立ちとしてコーディネーター的役割 果たした人物である。御部屋 とは、奥能や御慰能など、将軍主導の催に出仕させ 目的で抱えられた 五座に属さない士分の将軍専属能役者である。この制度がいつ確立されたのか正確には か ないが、徳川家綱の時代には「御部屋役者」の名称が既にあったことが、寛文十三年
（一六七三）
の武鑑『江戸
鑑６
』によって確認で
きる。名称はなくとも御部屋 的な身分の者はそれ以前からたようで、表章氏が『喜多流の成立と展開』 おい 「以前に四座の役者だった形跡のない高井兵三郎が、酒井雅楽頭に贔屓され
て御部屋役者的な地位を得たことは十分考えられる」
（
591頁）
と
述べ おられる高井兵三郎
（明暦・万治から寛文にかけて活動した小
鼓役者）
のような人物もいた。また後世の資料では、享保六年の
「清水助九郎書上」
（観世文庫蔵・大鼓方）
に「正保元年
（一六四四）
大（家光）
猷院様
御代、
厳（家綱）
有院様
御部屋役者罷成候者、牧野内匠頭申上候
而被召出、御部屋役者ニ被為仰付候」という記事もある
（正保元
年当時家綱は未だ四歳であって、能を見るには幼すぎる。遊び相手として召し出されたのであろうか）
。同年の「高井兵右衛門書上」によると、
この前年には大鼓方高井兵右衛門も七歳で御部屋役者に召し出されている。断言 できないが、御部屋役者の成立は正保元年前後と考え 良いようである。
　中桐兵三郎をその御部屋役者の一人と考える理由は、寛文八年
以降、名字不明の小鼓役者「兵三郎」 江戸城内での公家衆饗応能や西之丸御慰能に頻繁に出仕しているためである
（ 『柳営日次
記』 ）
。当時の五座に兵三郎を名乗る小鼓役者はいないから、御部
屋役者的な立場の人物が出演したものと考えてよいだろう。前述の高井兵三郎も同名ではあるが、中桐兵三郎と同姓の中桐新右衛門の名前が、寛文十三年の武鑑『江戸鑑』 御部屋役者小鼓方として見え、元禄四年まで同様に記載されている
で７
、新右衛門は
兵三郎の改名後の名前で、両者は同一人物ではなかろうか。 『南部興補録』に演能の打ち合わせや合力金の記述があるのも、以下に紹介する兵三郎 働きと類似している。
　同人の具体的な出勤例を寛文七年の『御在府留』から挙げてみ
よう。閏二月十六日には毛利綱元の饗応があり、小姓の鈴木忠五
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郎と佐藤六十郎が囃子六番を舞った
（番組なし）
。この時勝手役と
して中桐兵三郎が参上している。長府藩主毛利綱元は南部行信の義兄
（正室熊姫の兄）
で、勧進能見物桟敷に同席したり、南部藩邸
でしばしば能を見物するなど、南部家と親しい大名である。五月二十七日には前述の南部行信昇進祝儀能に出演 て柏崎と海士を打った。八月二日には北条氏利と船越永景、八月二十九日には稲葉正往・稲葉正倚・稲葉正辰・
毛（不明）
利備
後・毛利綱元・毛利元知・
喜多見重恒 荒木元政 船越永景の幕臣・諸侯饗応 勝手役として参上している。後者は宝生九郎・宝生長次郎等も出席しているから、何らかの催しがあったろう。北条氏利は幕府の留守居役、船越永景は幕府の作事奉行 、古田織部や小堀遠州に師事した茶人としても知られる
（ 『重修諸家譜』 ）
。父船越景直が豊臣秀吉の勘
気を受けて南部信直
（盛岡藩初代藩主）
に預けられていたことが
あった縁で盛岡藩と親しい関係にあったという。また老中稲葉正則の長男・稲葉丹後守正往は小田原藩主等を経て後 老中となる人物、稲葉正倚と正辰はその弟、毛利備後・毛利綱元・毛利元知は前述の長府藩主一門、喜多見重恒は普請奉行で る。荒木元政は御使役で、御馬買衆とし 何度か盛岡に下向し こともあるとい
う８
。こうした客層を見ると、目上の大名の饗応をより円滑にす
るために、比較的南部家と親密な大名や旗本が同時に招待されているように見受けられる。そうした宴席で接待役を勤め、場合によっては謡や能の手配をす が、幕府の内情に通じた芸能者たる中桐兵三郎の役割だったようで る。
　その他には、本所での金剛大夫
（元信）
勧進能を藩主達が見物
する手配として、二月二十一日に大名衆の桟敷書付を南部家へ届け、閏二月十六日に芝居二畳分の立て替え代金二両を受け取り、南部重信と行信が勧進能見物に出掛けている。三月 十八日には中桐兵三郎邸で南部重信と行信を招いた御振舞があり、藩主から銀子二十枚と白鳥が遣わされ、別の日には大小鼓の筒や革の手配をしている
（二月五日・同七日・七月十五日・十一月十五日）
。
　また南部藩との親密な間柄を思わせるのが、盛岡城での家老執
務日誌『雑
書９
』の寛文八年九月十日条に「一、江戸ヘ中桐兵三郎
帰上候付、塩鶴一羽、銀子十枚分 、金子七両弐歩、塩鴈五羽、塩鮭五尺被遣。御使高橋九右衛門。右之外、御奥様より銀子 枚塩鴈三羽、兵三郎ニ被下之」とあるように、兵三郎が盛岡へ下向している点である。これは江戸へ帰る きのもので 盛岡に到着したときや滞在中の記録は『雑書』には見当たらない 、将軍専属の役者が長期間盛岡に滞在したとは考えにくい上、九月一若殿様南部行信が下向した翌 から急に座敷舞台の造営 始まり演能が相次ぐこ を考えると、行信ととも 盛岡へ下って座敷舞台造営の監督を 、完成を見届けて江戸へ帰ったかと考えられる。単なる小鼓役者とは思えないほど高額な餞別を賜ってい のも、将軍扶持 役者で大切な客だった明証と言えよう。翌年以降は盛岡へ下った記録 なく、 のときの訪問は特別だ ようである。
　なお中桐兵三郎と同様の役は加賀藩にも存在したらしく、 「触
頭」と呼ばれていた。 「 『大鼓金春流』考
（中）
」
（ 『能楽研究』平
13・
３、
52頁）
において表章氏は、金春座大鼓方金春三郎右衛門が文
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化九年正月に加賀藩の触頭を罷免された記事を『政隣記』から紹介して、次のように述べておられる。
加賀藩の 「触頭」 がどんな職務なのか明らかでないが、
（中略）
その名は、江戸幕府が幕府と能役者と 連絡役として江戸初期に設置した「触流し」との関連を思わせる。三郎右衛門が金春座 所属 まま加賀藩の江戸での能にも出仕する、非専属ながら前田家と縁 深い役者だったことや、歴代の三郎右衛門が実際 果た 仕事などを勘案すると、加賀藩と江戸の能役者
（幕府扶持の役者）
との連絡窓口的な役割を担当し
ていた が「触頭」だったように思われる。
天和三年と文化九年では時間の開きがあるもの 、中桐兵三郎（新右衛門）
と金春三郎右衛門の果たした役割はほぼ同じと言って
よいだろう。南部藩には、近世前期から藩の要請を一括して役者達に伝える連絡窓口的な役割の人間がいたのであり 幕府の触流しとの関連も考えられて興味深い。
五 　地謡の歩行
　次に幕府お抱え役者から目を転じて、藩内の役者について考え
たい。南部藩で天和年間に入って注目されるのは、 「地謡之歩行」という職が確立される点である。地謡の歩行とは、能役者として活動することを主たる目的として召抱えられた藩士たちの職名で、便宜的に御徒組へ組み入れられてこのような名前 なったらしい。加賀藩の御細工所の能役者兼任はよく知 ているが 他に類例が無く、加賀藩独自の制度と考えられてきただけに、地謡
の歩行はきわめて特徴的な制度である。家老席日誌『雑書』における地謡の歩行の初出は、天和元年
（一六八一）
十二月二十四日
条である。
一、御歩行頭、米内孫兵衛・山本嘉右衛門・田鍍次郎太夫・佐藤甚之丞
へ、今日於 　御本丸、田代甚五右衛門・松井作太
夫を以被 　仰渡候ハ、今度、浅石文右衛門預御歩行、戸来清左衛門・浅水小右衛門儀 びいどろ屋勘左 を切候首尾不届 　思召、清左衛門・小右衛門截罪被 　仰付候。文 義と、御預被成候御歩行 者、今度も不義仕、去年は勘兵衛不義仕候。ヶ様ニ打続組之者不届為仕候事、常々申付悪敷と思召、文右衛門ハ組御取上、逼
蜜（塞）
。御歩行之者共、右之通不義
無之様ニ無
弓（油）
断 　急度可申渡由被 　仰付之。
甚之丞義ハ、若
殿様より地謡之御歩行御預被成候。謡計之事と不存 不断不作法無之様ニ
与（組）
之御歩行之者共ニ可申付由、被 　仰渡之
。
　浅石文右衛門率いる御歩行組の者が度重なり非行をしたので、
犯人斬罪の上、文右衛門は御歩行頭の職を取り上げられ、逼塞を命じられた。他の御歩行頭はこのようなことのないよう油断なく指導せよとの仰せである。特に佐藤甚之丞は、
（他の御徒頭と異な
り）
若（南部行信）
殿様
から「地謡の歩行」の監督を任されているが、謡ばか
りではなく、普段から不作法な振舞をしない に監視するよう仰せ付けられている。この一文から、地謡の歩行は通常の歩行と同じ地位にあるが、特に藩主等 能の相手をするために、不義はもとより礼儀作法まで戒め も で その主な役割は謡の稽古であったことが明 かとなろう。
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　右の佐藤甚之丞道興は『参考諸家系
図Ａ
』
（以下『系図』と略称）
に「重信公ノ時家督、謡曲ヲ能ス、世子行信公御相手ヲ勤ム」とあり、弟の藤枝宮内
（佐藤六十郎）
も行信の小姓として頻繁に能
を舞っている。二人の父親に能を得意とした形跡はないので、行信の命で謡曲を嗜んだらしい。興味深いのは『系図』簗田平内影政の条に「重信公天和元年二十五ニシテ盛岡ヱ出
謡ヲ佐藤甚之
丞ニ学フ
、後世子行信公地謡御徒ニ召出サレ、六駄二人扶持ヲ賜
フＢ
」と記されていることで、能数寄にもかかわらず抱え大夫やそ
の他の扶持役者がいなかったらしい南部藩では 藩士同士で謡曲を教授する例もあったものとして注目される
（謡曲を習う場合は、
当時も現代と同じように玄人 弟子入りす が普通であったと考えられる）
。地謡方のため出演記録はほとんど残っておらず、見出せた
のは元禄五年一月三日の謡初 番組 みであ
　この他、 『雑書』にみえる地謡之歩行の例としては、次のよう
なものがあった。
〔天和三年一月二日〕
地謡御
従（徒）
、斗内久左衛門・福士伝左衛
門・谷地孫二郎・兼平五郎兵衛・栃内七兵衛・釜石久右衛門・宮伊八郎・晴山勘右衛門・小枝指金助・伊藤清左衛門・夏井吉左衛門・太田十助・ 方井孫之介・遠藤平七・泉山江介柴内茂右 柴内伊兵衛・箱石儀左衛門・工藤源介・一条助六・寄木源五郎 富野七郎介 平原半之尉・栃内七之丞平舘与平二・工藤平右衛門・江釣子角之介・照井甚介 岩根茂伝二・高橋甚右衛門・岩根千之尉 鈴木長 ／右二人組、何も御流御熨
計（斗）
被下、自今 　
若殿様ヘハ御目見之筈也
。但小
切米子共御礼畢、始テノ御目見之前ニ出ル。〔貞享元年八月五日〕
若殿様より御返し被遊候
謡御歩行
六
人、御徒頭組へ割込候得と被 　仰付、米内孫兵衛組へ伊藤清右衛門・宮伊八郎、田鎖次郎太夫組へ晴山勘右衛門、山本加右衛門組へ谷地孫二 ・夏井吉右衛門、吉嶋小左衛門組へ釜石久 割込、御徒頭中へ御目付野村加左衛門触状を以申渡ス。〔貞享四年一月二十四日〕
地謡歩行
柴内茂右衛門・岩根茂伝
二・遠藤平七・工藤平右衛門・一方井孫六・箱石儀左衛門・築田平内・高屋二郎左衛門・富野甚五平・久慈喜兵衛・北田又八、江戸御供被仰付之。〔元禄三年七月二十七日〕 三郎左衛門・一条忠右衛門儀段々年寄候付、
地謡
御免、三郎左衛門ハ藤田太左衛門組、忠
右衛門ハ米内半太夫組へ御入被成也 ／三上善六
地謡
ニ被 　
召出之。〔元禄五年十一月十日〕
地謡御歩行
川口次郎助・柴内伊兵衛、
先年より廻役被仰付置候処 今度従江戸 　仰越廻役御免、御目付大槻八郎兵 申渡之。〔元禄十年閏二月七日〕御歩行目 長沢安左衛門儀、於江戸地謡
両様之御役相勤可申由。
〔元禄十一年十二月五日〕柴内茂右衛門・栃内武右衛門
地謡
役
御免被成候間、相応之御用可申付由、宮内ヲ以被 　仰出、
御目付鴨沢十兵衛右両人へ申渡ス。〔元禄十五年五月二十日〕柴内茂太夫今度被召出
地謡
被 　仰
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付、山田兵太夫預リ御徒被 　仰付。／小田代又助・平館与平次・柴内伊兵衛・江釣子新十郎・八木沢与五右衛門儀、
御能
役
御免被 　仰出。
〔元禄十五年閏八月十日〕
地謡御歩行
、大須賀久兵衛預白岩
左太夫、
地謡
御免。本組へ御入被成由、中河原判平申渡之。
〔元禄十六年一月二十五日〕厨川新介組付御免、跡切田清八預
地謡
之内、 金田一弥次介御入、 大須ヶ久兵衛支配依被仰付、
本証文新御蔵宛所ニて相出。〔元禄十六年三月二十八日〕目時太郎介・一方井吉之尉、山田兵太夫預御徒、久慈弥七郎・柴内茂 夫、切田清八預御歩行、小原新五郎、
地謡
被仰付、江戸へ可罷登旨、御目付野田
利兵衛申渡。
　この職務は第五代藩主南部行信によって作られたようで、波線
部や「
若殿様より
地謡之御歩行御預被成候」
（天和元年十二月二十
四日）
など、行信が家督を継ぐ以前からその影響が見受けられる。
また、世襲の職ではなかったらしく、 『雑書』の天和二年十一月二十日条に「今日初心稽古之者共御能被仰付」とあるように、初心者がこの役を命じられることもあれば、元禄七年七月二十四日条の「当春桜庭十郎右衛門召連候瀬川久太郎儀 御能笛相勤、先頃御舞台へも出候付 地謡御中小姓並御扶持切米為取候様ニと御意之旨…」のように笛等 秀でた者が新たに召し出されることもあった。 『系図』によると 俸禄は通常の御徒と同じ六駄二人扶持で る。参勤交代にも必ず数名の地 之歩行がお供を ており、元禄四年二月二十九日条 「地謡御歩行、柴内茂右衛門・簗
田平内・北田又八・岩根専右衛門・一方井孫六・富野甚五平・久慈喜兵衛・照井七右衛門、右八人毎年御供就被 　仰付候為御褒美御金壱歩充被下之
（下略）
」とあるから、同じ役の中でも特に藩
主に気に入られた者がおり、江戸で稽古の相手をしたようである。
　『系図』の記述では宝永六年
（一七〇九）
にも地謡の歩行が存在
したようだが、 『雑書』では、能数寄の南部行信が元禄十五年十月十一日に没して以降、元禄十六年
（一七〇三）
を境に用例が見
られなくなる。どうやらこれは、息子信恩が家督を継いで財政再建政策に着手した際、事実上藩主の娯楽の為に設置された「地謡之歩行」が真っ先に槍玉に挙がり 廃止されたものらしい。地謡之歩行は、南部藩においても将軍周辺においても能楽 前代未聞の活況を呈した元禄期 、一時的に作 れた特徴ある役職なのである。
六 　弱法師の上演
　最後に興味深い演能記録を紹介しておく。それは『雑書』延宝
四年
（一六七六）
十二月二十九日条の「一、於御敷舞台御能被遊。
嵐山、経政、
陽（楊）
貴妃、三輪、
よろほし
、祝言、右六番午ノ刻ヨリ
申ノ刻迄」である。弱法師は世阿弥の嫡男で永享四年 夭折した十郎元雅の手になる作品で、その没後から江戸前期までは、謡本のみがかろうじて伝存したもののほぼ演能は途絶え、稀曲好きの徳川綱吉時代に復曲されて今日に到ったとする が定説であっ（岩波講座『能・狂言Ⅰ』
118頁）
。またこれまで復活後の上演記録の
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上限は、伊達藩邸における貞享元年四月二十九日とされていた（宮城県図書館伊達文庫蔵『能組囃子付等』 ）
。延宝四年の上演はこれ
より八年早く 綱吉が将軍に就任する延宝九年に先行する。南部藩士が復活させたと考えるより、江戸で習ったものを国元で上演したと推測するのが自然で、そうなると弱法師の復曲は家綱時代である可能性も出てくる。詳しくは他資料を含めた綿密な調査が必要 ろうが、弱法師の上演史を考える上での重要資料と評価できる。なお西野春雄氏が「弱法師の新出異本」
（ 『宝生』平４・３）
で紹介されてい 、南部家の支藩八戸南部家旧蔵 〈弱法師〉との関連も注意されるが 後考に俟ちたい
おわりに
　地方諸藩の能楽史研究は、個々においては限定的なテーマであ
る。しかし、これらの集積により近世能楽の全国的動態が俯瞰できるし、幕府関係資料 は知り得なかっ 情報を見いだすことも多い。盛岡以外の諸藩 能についても現在調査中である。
　〔後記〕本稿の調査にあたっては、盛岡市中央公民館・法政大
学能楽研究所の御厚意を賜った。また『近世能役者研究の基礎資料─翻印四十種と総合名鑑二種─』
（科学研究費課題名「近世以前の
能役者の総合的 究」代表表章氏）
に助けられた点が多い。なお本稿
は早稲田大学演劇博物館二一世紀ＣＯＥプログラム「演劇の総合的研究と演劇学の確立」による成果の一部である。注（１） 　『御在府留』は、文政十二年以降の記録が 『南部藩能楽史』に典拠
を示さずに引用されているが、 それ以前の記事は紹介されていない。
（２） 　表章『喜多流の成立と展開』 （平６、平凡社） 。（３） 　表章『観世流史参究』 （平
20、桧書店）
276頁。
（４） 　両名の名はツレと子方として観世新九郎家文庫蔵『明暦三年能役
者付』にも見える。また『日本庶民文化史料集成』第三巻所収『薪能番組』は
神0
部と翻刻しているが、
服0
部であろう。 『明暦三年能役
者付』 『武鑑』ともに服部十三郎とある。
（５） 　坂本雪鳥編『能楽史料』第二編（昭８、わんや書店）所収。（６） 　深井雅海・藤実久美子編『江戸幕府役職武鑑集成』 （平８、東洋
書林）所収。
（７） 　貞享二年から元禄四年までは中村新右衛門とあるが、誤刻であろ
う。
（８） 　細井計他 「公儀御馬買衆と盛岡藩」 （ 『岩手大学教育学部研究年報』
平
14・２） 。
（９） 　盛岡市中央公民館蔵。引用は同館発行の活字本による。（
10） 　藩主の命に応じて星川正甫が文久元年に編纂し、藩に献上した南部藩士諸家の系図。前沢隆重他編『南部藩参考諸家系図』 （昭
59、
国書刊行会）の翻刻がある。
（
11） 　一駄は重信の給与制度改定により定められた単位で、六駄二人扶持は二十四石と同格。
